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1) O utgrow th を得るためには, 液体合成培地に血清または腹水を加える必要があり, かつまた恒常的
に O utgrow th 内で分裂増殖を起きしめるためには,A utologous seru m を加える必要があり, 血清濃
度は30% が適当であった｡
2) O utgrow th の大さを比較するためには比較成長価よりも M ean outgrow th w idth を採用するほう
が適切であり, O utgrow th の大さと, 骨髄の細胞分裂能とは全く無関係であった｡
3) O utgrow th の P attern は骨髄像をよく反映し, 細胞組成が均等であればあるほど, また幼君型の比
率が多ければ多いほど, 辺縁が鋭利に区画され, したがって急性白血病にあっては辺縁きわめて鋭利
な特徴的 P attern を皇す場合が多かった｡
4) O utgrow th 内の細胞の運動形態を観察すれば, 急性白血病の病型診断に有用であることを認め, 普
た巨核球の特有な栓球鎖生成過程を観察し, さらに線維芽細胞の出現についても考察を加えた｡
〔第 2 編〕
正常人および海浜骨髄を前編で述べたリング法を用い, A utologous seru m 30% を含む合成培地によっ
て培養し, 赤芽球の分裂と成熟の様相を観察し次の結果を得た｡
1) 培養後赤芽球の平均成熟指数 (m .m .i.) が上昇した｡
2) 0 .001m g % 以上の濃度の D em ecolcin を加えて培養すると, 全ての赤芽球分裂が中期で停止せしめ
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られて蓄積し,培養一定時間に蓄積した中期分裂像の割合すなわち S tath m okinetic index によって各
成熟段階赤芽球の分裂率を求めると, 分裂能は幼若型ほど大であることが解った｡
3) 分裂期赤芽球は, D em ecolcin によって分裂の進行を停止せしめられたまま, その原形質の成熟を進
めた｡ このことが S tath m okinetic test を応用するに当って最大の限界点になる｡
4) 培養赤芽球の成熟状態は, 培養後の m .m .i.の上昇の程度および分裂率から推定できる｡ M itom ycin
C , R C -4 (p -phenylenediphosphoric acid tetraethyleneim id) は赤芽球の分裂を, A m inopterin は分
裂と成熟を制抑すると考えられた｡
〔第 3 編〕
前編と同様の方法で骨髄を培養し, 培養後の赤芽球 m ,m こi. の上昇の程度, ならびに各成熟段階赤芽球
の分裂率 (Stath m okinetic test による) を求め,臨床的ならびに実験的各種貧血症における赤芽球回転の
研究を行ない, 次の結果を得た｡
1) 本態性低色性貧血においては, 成熟が著明に遅延するが, 分裂能は正常であった｡





4) 溶血性貧血では分裂, 成熟ともに克進を示し, 摘牌後正常に復した｡
5) 慢性白血病において赤芽球数の著減してト､る例では, 赤芽球の分裂と成熟は先進を示した｡
6) 削 削こおいて, C o60γ線 1 回照射 (159r 串よび 800r) .後分裂率は速やかに低下し, 線量 150r の場
合は速やかに回復した｡ 猶骨髄球系, 赤芽球系両骨髄細胞につき, 放射線感受性および再生能を比較
検討し, 150r では骨髄球系, 800r では赤芽球系のほうが感受性が大で奉ることを認めた0
7) 急性潟血後, 赤芽球の成熟は明らかに著しい元進を示した｡
さらに以上の貧血症例の観察から, 骨髄塗抹標本における赤芽球成熟曲線の P atte.rn と, 赤芽球回転











第 2編では正常人およびモルモットの骨髄を培養し, 赤芽球の成熟能および D em ecolcin 添加培養後
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